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３年 (1)「昆虫と植物」 (2)「身近な自然の観察」 
①「春のしぜんにとびだそう」 東京書籍 ４月中旬～４月下旬 ４(４)時間 
②「たねをまこう」          東京書籍 ４月下旬～５月上旬 ２(３)時間 
③「チョウを育てよう」     東京書籍 ５月中旬～６月上旬 ６(７)時間 
④「どれくらい育ったかな」  東京書籍 ６月上旬～６月中旬  ４(４)時間 
⑤「こん虫を調べよう」    東京書籍 ６月中旬～７月上旬  ７(８)時間 
⑥「花がさいたよ」      東京書籍 ７月中旬～７月下旬  ２(２)時間 
⑦「実がたくさんできたよ」  東京書籍 ８月下旬～９月中旬  ３(３)時間 

学習指導要領の項目：Ｂ(１)ア・イ・Ｂ(２)ア・イ  
 
〔単元「昆虫と植物」の目標〕 
  身近な昆虫や植物を探したり育てたりして，成長の過程や体のつくりを調べ，それらの成長のきまりや体のつ
くりについての考えをもつことができるようにする。 
ア 昆虫の育ち方には一定の順序があり，成虫の体は頭，胸及び腹からできていること。 
イ 植物の育ち方には一定の順序があり，その体は根，茎及び葉からできていること。 

〔単元「身近な自然の観察」の目標〕 
  身の回りの生物の様子を調べ，生物とその周辺の環境との関係についての考えをもつことができるようにする。 
ア 生物は，色，形，大きさなどの姿が違うこと。 
イ 生物は，その周辺の環境とかかわって生きていること。 

〔学習活動計画と教材の活用例〕 

教科書 学  習  活  動 教 材 の 活 用 

 ４(４)時間  ①「春のしぜんにとびだそう」 ４月中旬～４月下旬  
 
1 
～ 
9 

・校庭や野原などで見られる生き物について話し合い，野外観察の仕方や
虫めがねなどを使った観察方法を知る。 

・校庭や野原などで，生き物をさがし観察記録をかく。 
・観察した生き物を比べ，生き物は色，形，大きさなどのすがたがそれぞ

れ違うことをまとめる。 

１．DVD 3・4 年ファイル 
        「 有害動物」p.２ 

 
 
 

 ２(３)時間  ②「たねをまこう」 ４月下旬～５月上旬 
 
10 
～ 
15 

・いろいろな植物のたねを観察し，育てる植物を選んでたねをまき，記録
カードに記録する。 

・芽ばえを観察して記録カードに記録し，今後の変化について話し合う。 
 

２．花壇の準備 p.２  
３．種及びポット栽培の準備 p.２ 
４．DVD 3・4 年ファイル 

「種の比較」p.３ 

 ６(７)時間  ③「チョウを育てよう」 ５月中旬～６月上旬  

 
16 
～ 
 29 

・資料写真を見て，モンシロチョウがキャベツ畑で何をしているかを予想する。 
・モンシロチョウの卵や幼虫の飼い方を知り，飼って成虫になるまで育てる。 
・卵から成虫になるまでのようすを観察して，記録カードに記録する。 
・チョウの成虫のからだのつくりを調べ，昆虫の定義を知る。 
・チョウの育ち方とからだのつくりについてまとめる。 

５．モンシロチョウの卵 
p.３            

 
６．DVD 3・4 年ファイル「モ 
ンシロチョウの羽化動画」p.３ 

 ４(４)時間  ④「どれくらい育ったかな」 ６月上旬～６月中旬   
 
30 
～ 
35 

・育ててきた植物の様子を観察して，記録カードに記録する。 
・植物の苗を観察し，からだのつくりを調べ，記録する。 
・校庭や野原などに見られるいろいろな植物のからだのつくりを調べる。 
・観察記録を発表し，植物のからだのつくりについてまとめる。 

７．実物投影機での観察 
          p.３  

 ７(８)時間  ⑤「こん虫を調べよう」 ６月中旬～７月上旬   
 
 
36 
～ 
49 

・いろいろな昆虫のからだのつくりを調べ，チョウのからだのつくりと比
べ，昆虫のからだのつくりをまとめる。 

・トンボやバッタの幼虫を飼って，成虫になるまで育て，チョウの育ち方
と比べる。 

・不完全変態の昆虫の育ち方をチョウ(完全変態)の育ち方と比較して，昆
虫の育ち方をまとめる。 

・どんなところにどんな昆虫がいるかを話し合い，実際に校庭や野原など
で昆虫を探して，それらの食べ物とすみかを調べる。 

８．DVD 3・4 年ファイル 
「岩手の身近な昆虫スライド」 

          p.３ 
 
９．DVD 3・4 年ファイル 
「昆虫親子あてクイズ」 

p.３ 
 

 ２(２)時間  ⑥「花がさいたよ」 ７月中旬～７月下旬   
50 
～ 
51 

・育ててきた植物の花がさいた様子を観察して，記録カードに記録する。 
 

 

 ３(３)時間  ⑦「実がたくさんできたよ」 ８月下旬～９月中旬   
56 
～ 
61 

・育ててきた植物の花がさいた後のようすを観察して，記録カードに記録
する。 

・植物の育ち方とからだのつくりについてまとめる。 
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１．DVD３・４年ファイル「有害動物」 

  教科書でも扱われているように，野外観察に出かける場合，ハチやガの幼虫などのさされると危険な動物について，安 

全指導が必要になる。このＤＶＤでは，有害な動物を画像で知らせることができる。教師側も事前の知識としておさえて 

おきたい動物である。 

○有害動物の例 

 

      ドクガの幼虫          コアシナガバチ         キタマイマイカブリ 

 

イラガの幼虫        コガタスズメバチの初期の巣      オオトビサシガメ 

２．花壇の準備 

  学校の畑や花壇の準備については，生活科や理科の栽培学習を考えて学校全体で計画的に行われなければならない。 

連作障害を起こしやすいヘチマやキャベツなどもあり，できれば毎年畑や花壇を違う学年が担当するように配慮するこ 

とが大切である。また，土壌の準備も非常に重要である。毎年，肥料や腐葉土などを追加したり，石灰を散布して酸性

になった土を中和したりしてよい土づくりを行っておくようにする。 

 

 
 

 

３．種及びポット栽培の準備 

土ができたところでできるだけ早めに各種の種を準備しておきたい。岩手の場合，教科書通りの時期に種をまくこと

ができない(気温や天気の関係)。しかし，できるだけ教科書の指導計画の単元順で学習を進めたいのであれば，ポット

栽培をお勧めする。ポットにまいた植物の種を室内で育て(４月でも室温が低いときは，ビニルをかける)，本葉が４～

５枚になった状態の苗を花壇や畑に移植するようにするとよい。 

 

    連結された種苗用ポット      土を入れ，種をまいたところ    そのまま植えられるポット 

 

石灰 
消石灰 

 

苦土石灰 
 

酸性の中和ができるが，散布したら２週間ほど置いておく必要あり。 

酸性の中和ができ，期間をおかなくても大丈夫。マグネシウム補充にもなる。
要あり 
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４．DVD ３・４年ファイル「種の比較」 

  インゲンマメ，ヒマワリ，アサガオ，ホウセンカ，(キャベ

ツ)の種をそれぞれ各学年で扱うが，観察カードには実物を貼

るか実物大の絵を描くなどしてそれぞれの種の特徴をとらえ

させたい。種には様々な大きさや色の違いがある。この DVD

にあるそれぞれの種を比較した画像が利用できる。 

 

 

５．モンシロチョウの卵 

 モンシロチョウは，キャベツやダイコン，ブロッコリー     

などのアブラナ科の栽培植物を好み，卵を産む。そこでキ

ャベツの苗をプランターや畑で育てておくと，卵を見つけ

るだけでなく，幼虫のえさとしても使用できて便利である。 

畑や花壇の一角を菜の花の種をまくなどして，菜の花

畑にすると，毎年キャベツの苗を植えたり，近隣の農家か

ら卵や幼虫を調達したりする手間がかからない。 

 

 

６．DVD 3・4 年ファイル 「モンシロチョウの羽化動画」 

モンシロチョウのさなぎが羽化するまでの動画である。羽化するタイミングが合わず直接観察することができ

ない場合は，この動画が利用できる。モンシロチョウのさなぎを下記のように虫かごに移して観察に備えると，

羽化する場面をみることができることもある。 

    

  

７．実物投影機での観察 

  植物のからだのつくりの学習では，実物投影機を使うと根，茎，葉についての学習を深めることができる。 

     

 

 

８．DVD 3・4 年ファイル 「岩手の身近な昆虫スライド」 

実際に昆虫観察ができない場合，あるいは昆虫観察後にまとめとしてこの    

スライドが役に立つ。 

９．DVD 3・4 年ファイル 「昆虫親子あてクイズ」 

１年間のまとめとして，観察または飼育した昆虫を撮った写真でカードを 

作り，幼虫，さなぎ，成虫の順に並べる。更に食べ物を調べて書くと完成す

るクイズである。単元のまとめや発展の段階で活用できる。 

さなぎを採取 虫かごとボンドを準備 かごの側面にボンドをぬる さなぎを貼り付けて観察 

画面に映し出された植物の根 投影機で植物を映す

写す 
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４年「季節と生物」 
①「あたたかくなると」 東京書籍 ４月中旬～５月上旬  ５(６)時間 
②「暑くなると」    東京書籍 ６月下旬～７月中旬  ５(５)時間 
③「すずしくなると」  東京書籍 ９月下旬～10月上旬  ５(５)時間 
④「寒くなると」    東京書籍 １月中旬～１月下旬  ４(５)時間 
⑤「生き物の１年をふり返って」 東京書籍 ２月下旬～３月中旬  ５(６)時間 

学習指導要領の項目：Ｂ(１)ア・イ・Ｂ(２)ア・イ  

 

〔単元の目標〕 

  生き物のようすに興味をもち，春・夏・秋・冬の１年間のそれぞれの植物や動物の観察を通じて，季節と生物

との関係について調べていくことができるようにする。また，ヘチマを代表とする植物を育て，どのように変化

していくかを予想しながら，意欲をもって栽培できるようにする。身近な動物の様子を意欲的に観察できるよう

にする。 

 〔学習活動計画と教材の活用例〕 

教科書 学  習  活  動 教 材 の 活 用 

 ５(６)時間 ①「あたたかくなると」 ４月中旬～５月上旬   

4 

～ 

13 

・春の生き物について話し合ったり，計画を立てたりする。 

・校庭や学校近くを観察し，春の植物や動物の様子を調べる。 

・ヘチマの種子をまき、ヘチマの成長の様子を調べる。 

１．DVD 3・4 年ファイル 

「四季の風景 春」p.５ 

２．ヘチマの育て方 p.5,6 

 ５(５)時間 ②「暑くなると」 ６月下旬～７月中旬   

52 

～ 

59 

・夏の生き物について話し合ったり，春の頃と比べたりする。 

・校庭や学校近くを観察し，夏の植物や動物の様子を調べる。 

・動物の活動の様子を調べる。虫などの動物を観察し，春の頃と比べる。 

・植物の成長の様子を調べる。ヘチマの成長を観察し，春の頃と比べる。 

３．DVD 3・4 年ファイル  

「四季の風景 夏」 p.５ 

 

 

 ５(５)時間 ③「すずしくなると」 ９月下旬～10月上旬   

78 

～ 

 85 

・秋の生き物について話し合ったり，夏の頃と比べたりする。 

・校庭や学校近くを観察し，秋の植物や動物の様子を調べる。 

・動物の活動の様子を調べる。虫などの動物を観察し，夏の頃と比べる。 

・植物の成長の様子を調べる。ヘチマの成長を観察し，夏の頃と比べる。 

４．DVD 3・4 年ファイル 

「四季の風景 秋」 p.５ 

  

 ４(５)時間 ④「寒くなると」 １月中旬～１月下旬   

130 

～ 

135 

・冬の生き物について話し合ったり，秋の頃と比べたりする。 

・校庭や学校近くを観察し，冬の植物や動物の様子を調べる。 

・動物の活動の様子を調べる。虫などの動物を観察し，秋の頃と比べる。 

・植物の成長の様子を調べる。ヘチマの成長を観察し，秋の頃と比べる。 

５．DVD 3・4 年ファイル 

「四季の風景 冬」p.5 

 

 ５(６)時間 ⑤「生き物の１年をふり返って」 ２月下旬～３月中旬   

150 

～ 

157 

・晩冬から早春の生き物について話し合ったり，真冬の頃と比べたりする。 

・校庭や学校近くを観察し，このごろの植物や動物の様子を調べる。 

・動物の活動の様子を調べる。虫などの動物を観察し，秋の頃と比べる。 

・植物の成長の様子を調べる。ヘチマの成長を観察し，秋の頃と比べる。 

６．DVD 3・4 年ファイル 

「総合教育センター中庭の 1年」 

p.5 
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１～６． DVD 3・4 年ファイル 四季の風景 （1 春 ３夏 ４秋 ５冬 ６総合教育センター中庭の 1 年) 
このファイルには，岩手の植物・動物・季節の風景が写真で納めてある。必要に応じて，導入時やまとめの段

階などでこれらの画像を活用することができる。  
 
４/５(６)「あたたかくなると」の活動例 
２．ヘチマの育て方 

準 備  の  手  順 １ 留  意  点 

① 

  
② 

 

③ 

   
④ 

 

⑤ 

 

 

市販の種子を購入してもよい 

が，前年度の種子を使用すると費

用もかからず，発芽の準備がすぐ

始められる。 

○準備するもの 

・市販の土(発芽には適している) 

 もしくは土づくりしたもの 

・発芽用ポット 

（種苗用ポットでもよい） 

はさみ・ニッパー・つめ切りな

どで種子に切り込みを入れ，傷を

つけておくと，発芽が促進されて

早く芽が出やすくなる。 

シャーレなど入れ物に入れて
１，２日ぐらい水に浸しておくと

発芽しやすくなる。(この行程は，
省略してもよいが水に浸すこと
で発芽が促進される。) 

発芽する前もしてからも，十分
水をあげ，表面をぜったいに乾か
さないようにする。こまめに観察
し，様子をみる。寒い時期には，
夜間ビニルをかけておくとよい。
(日中も保温・保湿になってよい。        
光が入る透明な物がよい。) 

市販の種子か 前年度の種子か 

水を含ませると発芽しやすい 

 

 

 

 

種子に傷をつけておく 

土や発芽のための準備 

水あげを忘れない 

 

 

 

カットする部分 

切り過ぎに注意 

種子の準備をする 

種子の表面が硬いので発芽しにくい 

土とポットの準備をする 

水に浸しておくとよい 

水を十分あげる 

発芽するまで時間

がかかる。それまで

乾かさないように

水をあげる。発芽し

てからも行う。 

外側が硬い殻で覆わ

れているので，発芽

しにくい。水に浸し

ておくとよい。 
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４/５(６)の活動例 

１．ヘチマの育て方資料(プランターで育てる方法) 

 

準 備  の  手  順 ２ 留  意  点 

① 

 

 
② 

  

 

 

支柱に使う棒 
画像のものは 1.5m の物２本

を結束バンドでつなげており,
簡単に結ぶことができる。 
支柱も学校にあれば利用し

て作る。ネット(グリーンカーテ
ン用やキュウリ栽培用がよい)
と支柱の取り付けも結束バン
ドを利用すると簡単である。結
束バンドは,支柱の直径が入る
ものを選ぶようにするとよい。
(どれも 100 円ショップで購入
することができる) 

棚がない場合 

簡易的にネットを利用して簡

単に棚を作ることができる。ま
たは，ベランダや２階からかひ
もを(１階の窓を利用してもよ
い)たらし，一つの苗に一本ずつ
ひもを利用してつるを這わせる
ようにする。 

本葉が４～５枚ぐらい出てから移植 

 

 

ネットを利用するかひもで作る 

棚の簡易的な作り方 

プランター内に植えたヘチマ 

は，左は本葉が出ていないもの。
右は本葉が１枚出ているもの。本
葉が数枚になるまで育ててから
移植した方が，その後大きく丈夫
に育つ。 

下のヘチマのように４～５枚
ぐらい出てから移植すると元気に
ぐんぐん伸びる。プランターに苗
１つがよい。画像のように２つで
も可。 
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４年「物のあたたまり方」東京書籍  １月下旬～２月下旬 10(11)時間 

学習指導要領の項目：A(２)イ  

 

〔単元の目標〕 

  生活経験や簡易実験から，金属や水，空気のあたたまり方に興味をもち，金属や水，空気は熱したところか 

らどのようにあたたまっていくかについて見通しをもって調べ，金属はその一部を熱しても，中央を熱しても， 

熱した部分から順にあたたまっていくことや，水や空気は熱した部分が上方に移動して全体があたたまってい 

くことなど，物のあたたまり方について考えをもつことができるようにする。 

 

〔学習活動計画における教材の活用例〕 

教科書 学  習  活  動 教 材 の 活 用 

４時間   第１次  金ぞくはどのようにあたたまるか。 

 

136 

～ 

140 

・金属のあたたまり方について簡単な実験を行い，金属はど 

のようにあたたまっていくのかを考え，予想する。 

・金属のあたたまり方を調べる。・・・実験１ 

・金属の一部分を熱して，調べた結果を元に，金属のあたた

まり方についてまとめる。 

１．身の回りの金属での導入教材 

p.８ 

 

２．金属の棒と板実験教材(示温テープ) 

６(７)時間  第２次  水や空気はどのようにあたたまるか。 

 

 

141 

 ～ 

147 

・水や空気のあたたまり方について予想し，実験の計画を立 

てる。 

・水の一部分を熱してあたたまり方を調べる。・・・実験２ 

 

 

・空気のあたたまり方を調べる。・・・実験３ 

・空気・水・金属のあたたまり方について学習したことをま 

とめる。 

 

 

３．サーモインク実験教材 p.９ 

４．Ｕ型ガラス管での演示教材 p.10 

５．手作り三角架を使った実験教材 

                           p.12 

６．空気のあたたまり方実験教材 

p.14,15 
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１／10（11）の活動例 

１．身の回りの金属での導入教材 

  この単元の導入では， 実際に金属があたたまる生活場面を想起させる。日常の生活経験から物のあたたまり方

を取り上げ，その中の金属について，簡易実験に取り組ませて課題をもたせるようにする。 

 

 

 

 

指 導  の  手  順 留  意  点 

① 

 

② 

 

③ 

 

④学習課題をつくる。 

 

 

 

ここでは，鍋でなくてもヤ

カンなど日常熱して使用する

道具なら何でもよい。実物が

準備できなくても，教科書の

ｐ136，137にある写真（給食

時，バーベキューの道具，ガ

スコンロのヤカン）を見なが

ら，課題へとつなげる。 

 

熱の伝導を体感 

準備するもの

物 
ポット(各グループに１つ) 

お湯(60～70℃) 

カップと金属製スプ

ーン(人数分) 

カップにお湯を

注いでスプーン

を入れ，持つとこ

ろを触らせる。 

身の回りの生活を振り返る 

金属製の鍋の取

っ手が木ででき

ている理由を話

し合わせる。 

お湯に入れる前のスプー

ンに触れさせ，入れてからし

ばらく経てから手に感じる

温度差に着目させる。熱いお

湯を使って行う。冷めたら，

どんどん交換する。やけどに

注意。 

お湯が冷めてしまうとスプ

ーンのあたたまっていること

を全員が体感できないので，

できるだけ人数分のカップと

スプーンを準備させたい。（学

校の家庭科室で行うこともよ

い。） 

物のあたたまり方を調べよう。 

 金属・水・空気を熱すると，どのようにあた

たまるのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

できるだき多く準備 

熱いお湯を使って 

準備するもの
物 
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7／10（11）の活動例 

３．サーモインク実験教材 

  水のあたたまり方実験では，教科書にあるような示温テープやおがくず・みそなどの実験教材より，サーモイ

ンクを使った実験をお勧めする。サーモインクを使用した実験だと，試験管やビーカーの実験の両方に使用する

ことができ，温度の変化や変化した水の動きがはっきり確認できるため水のあたたまり方を理解するのに便利で

ある。 

 

  

 

 

実 験  の  手  順 １ 留 意 点 等 

 

 

 

 

 

 

② 

 

① 

・試験管２本 

（各 50mLのサーモインク液） 

・サーモインク液 100mL 

（原液４mLを水で 25倍にする） 

・試験管立て  

・試験管ばさみ 

・アルコールランプ 

・マッチかライター 

試験管の口
は，人のい
ない方に向
けさせる。 

 

 

ずっと熱し続けるのではな

く，時々，アルコールランプの

炎から試験管を離し，ピンク色

に変わった液がどう動いてい

くかに目を向けさせる。 

 

アルコールラン  
プで下の方を熱  
する。〈１分程度〉 

次の試験管は下
部の方を持つ。 

試験管ばさみは，炎で燃やさ

ないように気をつけさせる。不

安定になるため下部よりやや

中心よりを持たせるとよい。 

 

アルコールラン  
プの炎で上部を 
熱する。〈１分程度〉 

 ①と同様に時々，アルコール

ランプの炎から試験管を離し，

色の変わった液が動いている

かに目を向けさせる。 

試験管ばさみで
試験管の上部を
持つ。 

上を熱する 

上を持つ 

下を熱する 

炎から離す 

④ 

③ 

 

実 験 図 用意するもの
物 
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４．Ｕ型ガラス管での演示教材 

  水のあたたまり方を試験管で実験し，結果が出たら，教師が次のような演示実験を行い，結果を更に確かなも

のとしてとらえさせるようにする。Ｕ型ガラス管の中にサーモインク液を入れ，曲がり角を熱したら，どのよう

に色が変化していくかを質問する。自分たちの実験結果からあたたまった水は上に行くことを答えさせ，横へ本

当に行かないのか意識させ，演示してみせる。 

 

 

 

 

演 示 実 験 の 手 順 留  意  点 

① 

 

 

② 

 

 

③ 

 

 

 温度が 30℃以上になったら，
サーモインク液がピンク色に
変わることを確認する。一方の

曲がった所を熱すると上と横
のどちらに動くか予想させる。 

 少し（数秒）熱したら，ア
ルコールランプの炎からガラ
ス管を離し，ピンク色に変わ
った液の動きに注目させる。
長く熱しすぎるとあっという
間に反対側も色が変わってし
まう。横のピンク液がもう片
方の管の上に上がっていく様
子を確認できるくらいのとこ
ろで，熱するのを止める。 

一方の曲がり角

をアルコールラ

ンプで熱する。 

ピンク色が上に
移動しているこ
とを観察できた
ら，熱するのを止
める。 

 Ｕ型ガラス管の熱していな

い方を手に持っても平気な理

由を質問してみる。 

Ｕ型ガラス管に

サーモインク液

を入れる。 

演示するとはっきり分かる 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上に色が変化して
きたら炎から離す 

 

曲がり角を熱する 
 

あたたまった水が上へ移

動することを確かめる 

色が変わった液の動きに注目 
 

反対側が熱くない 

 

 

 

 

 

 

 



11 

 

４．Ｕ型ガラス管の作り方 

   

 

  

 

準 備  の  手  順 １ 留  意  点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガラス管を回転さ 
せながら１つ目の 
印の所をガスバー 
ナーで加熱する。 

 定規で測り，チョークで印を
つける。チョークはガスバーナ
ーの炎でも消えないので，便利
である。ガラス管は 1 本 120cm
の長さで売られているので 50cm
に切る。まず平ヤスリを 45°の
角度で当て前方に押し傷をつけ
る。何度も往復させない。次に
傷の後方に親指を押し当て，ガ
ラス管を左右に引くようにして
前方に押して折る。切り口はガ
スバーナーで焼いて鋭い角を丸
めておく。（軍手をする） 

ガラス管 (50cm)
の両端から 20cm
の所とその前後
１cm の３か所ず
つに印をつける。 

１か所目で 30°だけ曲げる。
90°を一気に曲げるのではなく
３回で曲げる。その都度ガラス管
を回転させながら炎に当てるの
がポイント。 

柔らかくなったら
炎から出し，ゆっ
くり力を加え，
30°曲げる。 

２か所目も② ③ の  

手順で，30°曲げる

と合わせて60°曲

がる。 

次の２か所目でもう 30°,合わ
せて 60°曲げる。回転させて炎に
当てるのがポイント。 

最後の３か所目でもう 30°, 
これで 90°。１つの部分が終

了。自然にさますようにする（水
などで急に冷ますと割れる原因
となるので注意）。もう片方の端
の部分も同じように曲げ，完成に
なる。１つの部分が曲がっている
ので，回転させにくいので気をつ
ける。 

回転させながら加熱 

チョークで印 

１か所 30°  

２か所で 60°  

 

① 

② 

③ 

 

④ 
 

 

 

 

 

 

 

 

用意するもの
物 

・ガラス管(外径６㎜)長さ 50㎝１本 

(10本で 800円（ケニス）) 

・ガスバーナー 

・マッチかライター  

・定規 

・チョーク 

・軍手 

⑤ ３か所で 90° 

３か所目も30°曲
げ,合わせて 90°。
もう片方の端の部
分も同じように曲
げ，完成。 

 

実 験 図 

ガラス管を切って，角を丸める 

一気に曲げるのではなく，1 回目 

２回目 

３回目 
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8／10（11）の活動例 
５．手作り三角架での実験教材 

水全体がどのようにあたたまるのか確かめる実験にもサーモインクが便利である。ビーカーにサーモインクを
入れて実験するが，普通の金網だとビーカーの底全体が金網を通じて熱が伝わってしまうので，対流の様子が分
からなくなってしまう。そこで三角架を使うとよいが，ない場合は簡単に作って実験をするとよい。 

                                     ※手順説明を別に記す 

                    

実 験  の  手  順 ２ 留  意  点 

 

 
 

 
 

 

 

 

② 

実 験 図 用意するもの
物 

金網(全体が金属製のもの)

を使用すると，ビーカーの一

部分だけを熱することができ

ないものがあり，違った結果

になる。そこで三角架を使用

することを勧める。（手作りの

三角架でもよい。p.13参考） 

三角架の上にビ  

ーカーをのせる。 

ビーカーの一部

を熱する。 

ビーカーがぐらぐらしたり，

傾いたりしていないか，確かめ

させる。 

 

できるだけビーカーの端に

アルコールランプの炎を当て

るように指示する。ビーカー

の文字や目盛がない方で観察

させるとよい。色が変わった

水がどう動くかに注目させ

る。 

 

三脚に三角架を

固定する。 

三角架の固定 

動かないことを確かめる 
て 

一部を熱する 

③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金網や三角架の確認 

ビーカーが動かないように 

ビーカーの端だけに炎を当てる 

・三脚 

・100mL のビーカー 

・サーモインク液 100mL 

(原液４mLを水で25倍にする) 

・手作り三角架※  

・アルコールランプ 

・マッチかライター 
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５．三角架の作り方 

 

準 備  の  手  順 ２ 留  意  点 

① 

 

② 

 

③ 

 
④ 

 

 

針金（15cm）を３ 

本，両端から５cm 

ごとに印をつけ 

る。 

 ものさしで計り，マジッ

クなどではっきり印をつ

けておくようにする。 

三脚の上に正三

角形ができるよ

うに並べる。 

印の所を重ねて置くと，

だいたい正三角形になる。 

それぞれの端を

ペンチなどでね

じる。 

バランスをとっ

て完成。 

どんなペンチでも良い

が，先が細くなっているラ

ジオペンチが使いやすい。 

 ビーカーが水平にのる

のであれば，OK。ビーカー

が倒れてしまっては困る

ので，バランスが大切。 

太めの針金準備 

だいたい正三角形 

ねじって固定 

バランスが大事 

 

 

 

 

針金に印をつける 

正三角形に重ねる 

ラジオペンチが便利 

水平にビーカーを置く 
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9／10（11）の活動例 

６．空気のあたたまり方実験教材 

  教科書では，教室のストーブをつけて上部，真ん中，下部の３か所の温度を測る実験を行うように勧めている。

ストーブが１か所以上設置されている場合や全館暖房の場合は，空気のあたたまり方に一定の決まりを見い出す

ことが難しい。そこで，短時間で空気のあたたまる順序が確かめられる教材を使用するとよい。それが下記の教

材である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

実 験  の  手  順 ３ 留  意  点 

① 

 
② 

 
③ 

 

 

実 験 図 用意するもの 

・書類ケース 23ｃｍ×30ｃｍ 
・温度計 ３つ 
・線香 １本 
・線香立て（紙粘土） 
・ろうそく １本 
・LED光源ライト（懐中電灯） 
・黒い紙 
・セロハンテープか両面テープ 
・アルミはく ・画鋲 １個 

最初に線香に火をつけ，煙を

発生させる。煙は，対流の様子

を視覚的に分かりやすくする

ためのものである。ケースに充

満しない程度に発生させる。 

ろうそくに火を  

つけ，空気をあ  

たため，温度を  

調べる。  

LEDライトをつけ

て，対流の様子を

見て調べる。 

書類ケースを動かないよう
にしっかりまっすぐ立てる。
ろうそくに火をつける時やろ
うそくの炎でやけどをしない
ように気をつける。空気が，
上から順にあたたまっていく
ことを確かめる。(１分ぐらい
で分かる。) 

空気をあたためて確かめる
実験と LED ライトで見る対流
実験は，分けて取り組んだ方
がしっかり集中して確認でき
てよい。短時間でできるので
時間を気にしなくて大丈夫。 

線香で煙 

ろうそくに火をつける 

LED ライトをつける 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

煙が対流の様子を分かりやすく
「 

書類ケースを動かないように 

短時間で実験できる 

火をつけた線香
をケースの中に
入れ，煙を発生さ
せる。 
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６．空気のあたたまり方実験教材の作り方 

 
 

 

準 備  の  手  順 ３ 留  意  点 

① 

 

② 

 

③ 

 

④ 

 

 

ケースの一面に黒 

い紙を両面テープ 

などで貼る。 

貼り付ける準備を 

する。 

 黒い紙は，ゆがんだり，

ずれたりしないように貼

る。ケースの中を暗くす

ることで煙の動きを確認

しやすくなる。 

３つの温度計を等

間隔に，平行にな

るように貼る。 

セロハンテープや両面

テープで温度計を貼る。 

上部，中部，下部の３

か所の温度のあたたまり

方を比較するために，温

度計の位置を決める。 

線香を立てる所を

紙粘土で作る。ア

ルミ箔に画鋲を裏

から刺し，ろうそ

く立てにする。 

線香やろうそく立ては
両面テープでケースの端
に貼る。温度計とは反対
側の位置がよい。燃える
ことはないが，倒れない
ように気をつけさせる。 

黒い紙 

温度計を貼る 

線香とろうそく 

 

 

 

 

線香の実験の時は，ラ

イトをつけないで室内を

暗くした方が，煙の様子

が見やすい。LEDライトの

方が明るくはっきりと見

える。 

完成!!  

黒い紙の効果 

温度計の位置 

線香とろうそく 

煙の動き 
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５年「ふりこのきまり」 東京書籍 １１月中旬～１１月下旬  ８(９)時間 

学習指導要領の項目：A(２)ア  

 
 

〔単元の目標〕 

  ふりこの簡易実験を行い，ふりこが１往復する時間は，どうすると変えることができるかに興味をもち，計画

的に，条件を制御しながら，定量的に調べることができるようにする。また，ふりこの性質を利用したものづく

りを行い，ふりこのきまりについて考えることができるようにする。 

〔学習活動計画と教材の活用例〕 

教科書 学  習  活  動 教 材 の 活 用 

 ５(６)時間 ふりこのふれ方にはどんなきまりがあるか。   

 

86 

～ 

92 

 

・テンポふりこの活動をもとに，ふりこの１往復する時間は，どうすると

変えることができるかを考える。 

・ふりこの１往復する時間が，どうすると変わるかを調べ，結果を表やグ

ラフに整理する。・・・実験１，２，３ 

・実験結果をももとにふりこの決まりについてまとめる。 

１．テンポふりこ 

 

２．ふりこの実験器 

p.16～19 

 

 ３(３)時間 ふりこのおもちゃを作ろう。   

93 
～ 
95 

・ふりこを利用したものづくりを行う。 

・ふりこのきまりについて，学習したことをまとめる。 

 

 

１．テンポふりこ  教科書 p.88で紹介されている。 

 

2・3・4／8（9）の活動例 

２．ふりこの実験器 

 全児童が１台のふりこの実験器でふりこが１往復する時間を計測する方法である。全員がどこからでも正しく振

りこの動きを観察することができるように大型にしてある。また，ふりこのスタートと１往復のゴールが分かりや

すいようになっている。実験器の作製の手順は，開発教材集ｐ.18～20に掲載してある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実 験 図 用意するもの 

・ふりこの実験器 １台 

・おもり６個(ナットや磁石を利用) 

・ストップウォッチ 児童数分 

・計算機 児童数分 

・記録用紙 

この黄色いラインからスタートし，１往復

のゴールもここになる。 

このブルーシートで振れ幅を確かめ

ながら，スタートさせることができ

る。 
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実験 1  「重さ」を変えて，ふりこの１往復の時間を計る実験 

 

 

実 験  の  手  順 １ 留  意  点 

① 

 

② 

 

③ 

 

④         

 

 

実験に入る前にストップウ
ォッチの使い方，１往復の数
え方を練習し，全員が同じタ
イミングで計れるようにす
る。スタートの位置と１往復
のゴールを確かめる。何回か
計測し，その都度データをグ
ラフ化することで，多くの児
童が正確に計れるようにな

る。 
振れ幅とふりこ
の長さを同じに
し，ふりこの重
さを変えて実験
することを確認
する。 

ふりこの長さは，実験器の
裏で，糸につないだリングを
だるま画鋲に掛けて調節す
る。振れ幅は，可動式シート
で児童に示す。 

重さは，カプセルの中のお
もりの数を変えながら，実験
をすすめる。 

全児童がそれぞれ自分で計
った結果をもとに１往復の時
間を計算する。（一人に１つの
計算機を使用させる）多少の
誤差はでるものの，グラフの

形は一緒になる。そこで，ふ
りこが１往復する時間は，重
さによって変わらないことを
知ることができる。 

条件制御 
重さを変え

る 

ふりこの重さ 

結果とグラフ化 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１往復の計測練習 

長さ・振れ幅・重さの調節 

１往復の時間を計算 

全児童がストッ
プウォッチで，
計測のタイミン
グが同じになる
よう何回か練習
する。 

 

 

 

ふりこの重さを

変えたときの３

回の結果をまと

める。結果をグ

ラフに表す。 

計測練習 
重さを変える 

カプセルの中の
おもりの数を，
①１個 
②２個 
③６個 
に変えながら，
ふりこが 10往復
する時間を測定
する。 
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実験２ 「ふりこの長さ」を変えて，ふりこの１往復の時間を計る実験 

 

実 験  の  手  順 ２ 留  意  点 

① 

 

② 

 

 

 

 

③ 

 

 

 

 

④         

 

 

実験に入る前にストップウ
ォッチの使い方，1往復の数え
方を練習し，全員が同じタイミ
ングで計れるようにする。実験
１でも練習しているが，毎回行
った方がより正確になる。 

重さと振れ幅を

同じにし，ふりこ

の長さを変えて

実験することを

確認する。 

ふりこの長さは，実験器の
裏で，糸につないだリングを
だるま画鋲に掛けて調節す
る。振れ幅は，可動式シート
で児童に示す。 

重さは，カプセルの中のお
もりの数を変えて，実験をす
すめる。 

前時の実験１で出ているふ
りこの長さ（例えば 60cm）の
データをそのまま活用するこ
とを児童に知らせる。したが
って，本実験では，①30cm と
③90cm の結果を求める実験の
みを行えばよい。 

条件制御 
重さを変え

る 

ふりこの長さ 

結果とグラフ化 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１往復の計測練習 

長さ・振れ幅・重さの調節 

２回の実験 

全児童がストッ
プウォッチで，
計測のタイミン
グが同じになる
よう何回か練習
する。 

 

 

ふりこの重さを

変えたときの３

回の結果をまと

める。結果をグ

ラフに表す。 

計測練習 
重さを変える 

ふりこの長さ，
①30cm 
②60cm 
③90cm 
に変えながらそ
れぞれの 10往復
する時間を測定
する。 

 

 

1 往復の時間を計算 

実験１と同様に結果をもと
にふりこの１往復の時間を求
めさせ，グラフ化する。個人
個人が多少違った結果でも，
グラフの形は共通しているた
め，ふりこの１往復は，ふり
この長さで変わることを知る
ことができる。 
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実験３ 「振れ幅」を変えて，ふりこの１往復の時間を計る実験 

 

実 験  の  手  順 ３ 留  意  点 

① 

 
② 

 

③ 

 

④         

 

 

 

実験に入る前にストップウ
ォッチの使い方，１往復の数
え方を練習し，全員が同じタ
イミングで計れるようにす
る。実験１，２でも練習して
いるが，より正確さを出すた
めにも毎回練習をしてから実
験に入るようにする。 

重さとふりこの

長 さ を 同 じ に

し，ふりこの振

れ幅を変えて実

験することを確

認する。 

ふりこの長さは，実験器の
裏で，糸につないだリングを
だるま画鋲に掛けて調節す
る。振れ幅は，可動式シート
で児童に示す。 

重さは，カプセルの中のお
もりの数を変えて，実験をす
すめる。 

実験１，２と同様に結果を
もとに１往復の時間を求めさ
せ，グラフ化する。多少の誤
差は出るもののグラフの形は
一緒になる。そこで，ふりこ
の１往復する時間は，ふりこ
の振れ幅によって変わらない
ことを知ることができる。 

振れ幅を変える 
重さを変え

る 

ふりこの振れ幅 

結果とグラフ化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１往復の計測練習 

条件制御 

1 往復の時間を計算 

全児童がストッ
プウォッチで，
計測のタイミン
グが同じになる
よう何回か練習
する。 

 

 

 

ふりこの振れ幅

を変えたときの

３回の結果をま

とめる。結果を

グラフに表す。 

計測練習 
重さを変える 

振れ幅を 

①20° 
②40° 
③60° 
に変えながらふ
りこが 10往復す
る時間を測定す
る。 

 

 

２回の実験 

前時の実験２で出ているふ
りこの振れ幅（例えば 40°）
をそのまま活用することを児
童に知らせる。したがって，
本実験では，①20°と③60°
の実験のみを行えばよい。 
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６年「土地のつくりと変化」東京書籍 ９月下旬～１０月下旬  11(14)時間  

 学習指導要領の項目：Ｂ(４)ア・イ・ウ  

 

〔単元の目標〕 

  身のまわりの大地やその中にふくまれる物に興味をもち，大地の構成物やでき方について資料などで学習した 

 ことをもとに地層を観察し，そこが，水のはたらきと火山のはたらきの，どちらのはたらきでできたところかを 

 推論できるようにする。また，大地の変化について，自然災害と関係づけながら調べ，大地は地震や火山の噴火 

 などによって変化することをとらえるとともに，そこに見られる自然の力の大きさを感じとられるようにする。 

〔学習活動計画と教材の活用例〕 

教科書 学  習  活  動 教 材 の 活 用 

 １時間  第１次 がけにしま模様が見られるのははぜか。 

 

88 

～ 

91 

・わたしたちの住んでいる大地は，どのような物でできているのか，資料

を見て話し合う。 

・れき，砂，どろなどが積み重なってできた縞模様を地層ということを知

る。 

１．学校周辺の露頭資料 p.21 

・ 教科書ｐ88，89の拡大写真 

２．ボーリング試料 p.21 

３．れき・砂・どろの実物試料 

p.21,22 

 ４(５) 時間  第２次 地層はどのようにしてできるのか。 

 

92 

～ 

100 

 

・地層ができる成因について予想や仮説をもち，実験計画を立てる。 

・水の働きでどのように地層ができるか，実験して調べる。・・・実験１ 

・化石の発掘体験を通して化石のでき方を知る。・・・・・・・・体験１ 

・水の働きでできた地層と火山の働きでできた地層の特徴を調べる。 

※双眼実体顕微鏡や解剖顕微鏡で火山灰を観察する。 

 

４．堆積実験教材 p.23,～25 

５．化石発掘体験教材 

p.26,27 

６．火山灰の観察 p.28 

 ２(３)時間  第３次 わたしたちが住む大地はどのようにしてできたのか。 

101 

～ 

103 

・現地観察の計画を立て，観察の準備をする。 

・地層の観察を行い，水か火山のどちらの働きでできたのかを考える。・・観察１ 

７．露頭観察ができない時の教材 

p.29 

 

 ４(５)時間  第４次 地震や火山の噴火による大地の変化を調べよう。 

 

103 

～ 

104 

・わたしたちが住む地域に，地震や火山の噴火によって変化したようすが

みられるかを話し合う。 

・地震や火山の噴火によって変化のようすについて調べる。 

・調べたことや観察した結果を発表し，大地の変化と災害についてまとめる。 

・大地のつくりと変化について，学習したことをまとめる。 

・ 地震による大地の変動モデル教材 

「新しい理科-地域版デジタル資料 

（全国版）DVD―ROM」 
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１/11（14）の活動例 

１．学校周辺の露頭資料及び教科書 P88，89の拡大写真での話し合い，２．ボーリング試料に触れさせ， 

縞模様は３．れき・砂・どろの重なりでできることを学習させる。 

 

準 備  の  手  順 留  意  点 

① 

 

 

 

 

 

② 

 

③ 

 

④ 

 

  

 

縞模様(地層)が， 

10km以上の長さで 

続いていることに 

注目させ，学習課 

題をつかませる。 

身近な写真を撮っ 

てきて見せ，縞模 

様(地層)に気付か 

せる。 

ボーリング試料で

地下に広がる地層

を想像させる。 

実物試料を見せ，

れき・砂・どろを

確認する。 

各層の違いや層の広がりに着

目させることで，地面の下がどの

ようになっているか，地層の広が

り等を想像させたい。 

 サンプル試料は，簡単にでき

るので，できれば一人一人にそ

の標本を持たせて，各自で観察

させたい。つぶの大きさや手触

りを実感させたい。 

 身近な場所に地層が観察でき
る場所があることに，気付かせ
たい。大雨が降った直後，川辺
などが削られて土があらわに
なっている部分があり，地層の
一部が見られる。写真や動画を
撮ってきて，児童に見せ，意欲
を引き出させたい。できれば，
まとめに活用できるようにサ
ンプル試料を採ってくるとよ
い。 

直接手で触れて，観察させた

い。ボーリング試料は，学校にな

い場合，地質調査等の業者に行っ

て借用することも可能である。 

教科書 P88，89 の拡大写真  

 

 

教科書の写真 

露頭写真 

ボーリング試料 
 

サンプル試料 

地層の広がり 

身近な地層を見つけて 

手に触れて観察 

実物を観察 
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３．れき・砂・どろの標本作り 

授業に備えて教師が作っておく。あるいは，授業の中で，児童に自分で標本を作る活動を入れることもできる。 

 

準 備  の  手  順 １ 留  意  点 

① 

 

② 

 

③ 

 

④ 

 

 

れき・砂・どろ 

に分けるため， 

ふるいを用意し，

ふるいにかける。 

○準備する用具 

ふるい (目の開き２㎜と 63㎛ 
(マイクロメートル)の２種類），プリン
カップ等３個，木工ボンド，
校庭の土砂，標本用厚紙（れ
き・砂・どろと印刷済み） 

ゆっくり丁寧に

ふるいにかける

と３種類に分か

れる。 

２㎜に残った物がれき,63 ㎛  

に残った物が砂，通った物が

どろになる。つぶの大きさで

分類していることをおさえさ

せる。 

プリンカップ等

の入れ物に入れ

て，保管したり，

観察させたりす

る。 

標 本 用 の 厚 紙
(印刷済みの物)
を 用 意 し て お
き，木工ボンド
をぬり，貼り付
けると標本の完
成。 

 シャーレやスライドガラス

にのせて，双眼実体顕微鏡やル

ーペで観察させる。 

 それぞれを貼り付けて一人

一人や班ごとに観察できるよ

うにする。そのまま双眼実体顕

微鏡やルーペで観察させる。 

実物試料の作製 ２種類のふるい 

２回ふるう 

保管や観察 

簡単な標本作り 

 

 

 

 

つぶの大きさで分類 

標本で観察 

個人標本 
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３/11（14）の活動例 

４．堆積実験教材の準備方法 

   水の働きによってどのように地層ができあがっていくのか実際に確かめるために，教科書 p92の実験を行う。

45分間の授業の中で層がしっかりできあがり，観察記録するために次のような教材が便利である。               

     

                                         ※手順説明を別に記す 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

準 備  の  手  順 ２ 留  意  点 

 

 

準 備  の  手  順 ３ 留  意  点 

 

 

 

[文書の引用文や注目すべき箇所の要約を

入力してください。テキスト ボックスは

文書のどの位置にも配置できます。抜粋用

テキスト  ボックスの書式を変更するに

は，[テキスト ボックス ツール] タブを使

用します。] 

用意するもの 

[文書の引用文や注目すべき箇所の要約を

入力してください。テキスト ボックスは

文書のどの位置にも配置できます。抜粋用

テキスト  ボックスの書式を変更するに

は，[テキスト ボックス ツール] タブを使

用します。] 

・とい※   
・スポンジ※ 
・ペットボトル※ 
・土砂※ 
・化石(模型)※ 
・ビーカーかペットボトル 
（水入れ用） 
・プラスチックのさじ
（数本） 
・スタンド 
・バット 

実 験 図 

２Lのペットボト

ルの上部を切り

離しておく。 

下部(約２㎝ぐら
い)を皿状にカッ
トし，筒状にす
る。上から下に
一直線に切り込
みを入れる。 

カッターナイフで簡単に切

れるが，手を切らないように気

をつけて切る。上部から４㎝×

３㎝の長方形型を切り抜く。 

切り込みを入れたのは，後

から地層を崩さないで簡単に
取り出しやすいようにしたか
らである。実験する時は，セ
ロテープでとめて水が出ない
ようにして行う。 

きりで両端に穴

を開け，ひもを取

り付ける。 

ホームセンター等に 3．6ｍ
1，350円程度で売られている。
45cm の長さとすると８枚取れ
る。長すぎると流す勢いがつき
すぎる可能性がある。50cm 前
後が適当である。 

 スタンドに取り付けやすい

ように，たこ糸のようなひもを

付けておくと便利である。安定

は良くないが，スタンドの棒の

状態の所にのせてもよい。 

 

ペットボトル容器の作製 切るのは簡単・ポイント 

といを適度の長

さにのこぎりで

切る。 

といの作製 
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準 備  の  手  順 ４ 留  意  点 

  

準 備  の  手  順 ５ 留  意  点 

① 

 

 

 

② 

 

 

 

③ 

 

 

 

④ 

 

 
 

⑤ 

 

 
 

   

といの端の形を
ペンでなぞり，カ
ッターナイフで
切り込みを入れ
る。 

 スポンジはなくても大丈夫

だが，あると水を注ぐ際にこぼ

れず，便利である。 

砂を準備する。５
層作る場合，１グ
ループ 1000g 程
必要。 

不純物があると水槽が濁る

ので，あらかじめこれらを洗

い流したものを使う。 

ホームセンター等で市販さ

れている殺菌済みの砂がよい。

色が違う砂を２種類準備する。 

大きさや色の違いをつくる
と分かりやすい。黒っぽい砂
と，赤みを帯びた少し細かい粒
の砂か火山灰などが適してい
る。(写真は火山灰) 

赤みを帯びた砂
を準備する。５層
作る場合，１グル
ープ 100g程度。 

どちらの砂も水
が濁らなくなる
までよく洗う。 

何回か濁りをと
るように水を入
れ替える。洗った
砂は，乾かす。 

乾いたら，それぞ
れ混ぜる。更に，
れきを 100g 程ま
ぜる。 

この実験で使う土砂は，一 

度だけでなく何度でも使える。 

実験後は，地層を崩し，乾か 
してから保存すると，次年度 

もそのまま使用できる。 

 れきの色は，土砂の色とは
別の物(白っぽい物)を混ぜる
と観察しやすい。れきを 200g
～300g程度入れるとれきの層
がよりはっきり見えてくる。 

スポンジの作製 

 

実験用土砂の作製 

水漏れ防止 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

黒っぽい砂：赤みを帯びた細かい砂(火山灰)：れき＝１０：１：１ 

土砂を洗う 

れき・砂・どろ 

色の違う土砂 

浮かぶ土砂を洗い流す
う 

しっかり乾かす 
一度作ったら何回も使用可 

よりはっきりさせたい時は白を多めに 

赤い土砂を準備 黒と赤のコントラストがよい 
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４/11（14）の活動例 

○堆積実験教材を使っての実験方法 

 

 

 

実 験  の  手  順 １ 留  意  点 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

 

② 

 海・湖に見立てたペットボト

ルには，初めに水をたっぷりと

溜めておくようにする。 

注ぐ水の勢いは，強過ぎると
ペットボトルから出てしまい，
弱すぎると１回で土砂が流れ
ない。教師が一度模範をしてみ
せると良い。１回目の土砂を流
した後に，どのように土砂が堆
積していくかを観察させ記録
を取らせる。 

１回目の土砂が
しっかり堆積し
たら，２回目の土
砂を流す。これを
数回繰り返す。 

②の途中で化石
（模型）をペット
ボトルの中に２，
３個入れる。 

 化石を入れるのは，次時の授
業で化石堀体験をするためで
あることを伝え，表面に出ない
ように必ず上に最後の土砂を
堆積させる。 

ゴムチューブに
水を入れ，空気を
入れないように
両端を手で押さ
える。 

堆積した層の上
に溜まっている
水をゴムチュー
ブで抜いて行く。 

実験終了。ペット
ボトルを一旦ト
レイに移し，側面
からじっくり観
察する。 

ペットボトルを傾けて水を捨
てると堆積した層が崩れてしま
うので，ゴムチューブで抜くよ
うに指示する。 

多少の水が残っていても層を

観察できるので，時間がないと

きは抜かなくても良い。 

児童には難しい作業なので，

教師が一度模範を示す。 

といにスポンジ
をはめ，１回分の
土砂を多めの水
で静かに流す。 

⑥ 

 

⑤ 

 

③ 

 

④ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スポンジをつける 

土砂を流す 

化石投入 

海・湖に大量の水 海・湖に大量の水 

海・湖に大量の水 

雨の降らせ方 

次時活動のためのしかけ 

管で排水準備 

排水 

層の完成 多少の水が残っても大丈夫 

無理な排水はさせない 

水抜きの模範 
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５/11（14）の活動例 

５．化石発掘体験 

    発展学習として，この地層づくりの実験で加えておいた化石(模型)を掘り出す体験をさせたい。この体験を 

通して化石が地層の中から見つかることがあることを理解させる。 

体 験  の  手  順 １ 留  意  点 

①        

 

② 

 
③ 

 
④ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

ペットボトルの
側面の切り込み
に貼っていたセ
ロテープを外す。 

実験で作った地
層を崩さないよ
うに取り出す。 

さじで土砂をす
くい取って，化石
のレプリカを探
す。 

化石のレプリカ
が出てくれば，発
掘完了。 
 

 ペットボトルの側面のセロ

ハンテープを外す時は，地層

実験から１日以上おいて地層

がしっかり固まってから行う

ようにするとよい。 

 児童は，興味本位で急いで

掘ってしまいがちである。た

だ化石のレプリカを掘って

探すのではなく，化石ができ

る理由を説明し，化石の種類

で以前の環境がわかること

理解させたい。 

 ペットボトルは簡単に外れ

るが，気をつけて外さないと

崩れる可能性がある。下の皿

状態になっているペットボト

ルの底の上に地層が残る。 

グループ内で順番を決めて

掘りながら，側面の見た目の

地層だけでなく，地層が中ま

で続いて広がっていることに

気付かせたい。 

層の中も層 

側面を外す 

層の観察 
慎重に外す 

スプーンで掘る 

化石発見 

化石の成り立ち 

崩れにくい層 
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１．アンモナイトの化石(レプリカ)製作 

  本物の標本は高価なものなので，その標本をもとに手作りのレプリカを準備する。 

準 備  の  手  順 留  意  点 

① 

 

 

 

 

 

② 

 
 

 

 

 

 

 

 

③ 
 

 

 

 

 

 

 

 

④ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(化石標本１セット４個入りケニス

17,500 円)学校にある化石標本

があればその中から１つ選ぶ。

模様などを利用するために準備

が必要である。 

絵の具で色を塗り，ラッカー

でつやを出す。つや出しだけで

なく水をはじく効果もあり，堆

積実験の際に耐久性も発揮す

る。 

粘土に標本の型を押しつけ
る。石膏が流れ出ないように深
く押しつけ周りを少し高く盛り
上げる。 
石膏を水で溶き(少しとろり

とする程度の濃さ)，標本を取り
出した型の中に流し込む。 
固まるまでそのままにしてお

く。 

石膏が固まったら粘土から
取り出す。ふわふわ粘土だと手
軽に何個も作れる。石膏を取り
出す時は，爪楊枝などでも簡単
に取り出せる。 
①から③をもう一度，今度は

標本を反対側にして製作する。
(表と裏の関係)この表と裏を
ボンドで貼り合わせるとレプ
リカの完成である。片面だけで
も立派なレプリカである。 

準備する物 

粘土に型を押しつける 

石膏を取り出す 
 

色づけ 

 

粘土(紙粘土でも可) 

石けん水 

アンモナイトの化石 １個 

石膏 

絵の具道具 

ラッカー 

型づくり 

型づくり 

石膏を流し入れる 

仕上げる 

粘土を正方形に準備

する。(本物の標本の

大きさより一回り大

きく)標本には粘土

が取れやすいように

石けん水を塗ってお

く。 

型が取れたら化石標

本を取り出し，石膏

を水で溶いたものを

型に流し入れる。固

まるまでしばらく待

つ。 

石膏を取り出し絵の

具などで色を塗る。乾

いたら，ラッカーをス

プレーして完成。 
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６ ．火山灰の観察 

  火山の働きでできた地層の特徴を調べる学習には，実際の構成物に触れさせたい。その際，火山灰を準備し，

たくさんの火成岩を構成する鉱物を観察させるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

準 備  の  手  順 ６ 留  意  点 

 

 

 

 

 
 

① 

 

② 

試料：火山灰（なるべく地域の火山から噴出したものを使用したい） 

・玉山火山灰(平舘第一軽石)：高温型石英を多く含む。野外では白色～淡黄色。七時雨火山起源。 

・雪浦軽石：輝石を多く含む。野外では白色で目立つ。岩手山起源。 

・石花第一スコリア：カンラン石を多く含む。野外では固いため突出している。岩手山起源。 

・十和田川口軽石：形のよい長石や輝石を多く含む。野外ではオレンジ色でよく目立つ。十和田 

火山起源。 

・日向第一軽石：形の整った高温型石英を多く含む。野外では白色～淡黄色。栗駒山ないし焼

石火山(焼石岳)起源と考えられている。 

火山灰をビーカー
(もしくは蒸発皿)に
一握り分入れる。ビ
ーカーに水を注ぎ，
火山灰を指で底面に
押しつけるようにし
て洗う。 

濁った水は捨て，水
が澄むまで繰り返し
て洗う。このとき，
直接流しに流さない
ようにトレイ等に一
時ためをつくる。 

ビーカーの底に残っ
た物が鉱物である。
まだ濡れているので
急いでいる時はホッ
トプレートなどでビ
ーカーごと乾燥させ
る。 

シャーレ等に入れ，双
眼実体顕微鏡やルー
ペでどんな鉱物が含
まれているか観察さ
せる。 

○用意するとよい器具 
双眼実体顕微鏡 (ルーペ)， 
シャーレ(ペトリ皿)，  
ビーカー500ml (蒸発皿)， 
電気コンロ(ホットプレート
等の加熱器具)，フライパン 

 表面の汚れは，簡単にとれ
るが，しっかりこすりつける
と早く，きれいに鉱物が出て
くる。まちがって流してしま
うことがあるので，こぼれて
しまってもよいようにトレ
イなどを置いておくと安心
である。 

 やけどする程ではないが，
熱くなるので，ビーカーをさ
わる時は，気をつける。少し

冷めてからさわるか，軍手を
はめると安心である。 

シャーレの代わりにスラ
イドガラスの上にのせて見
るのもよい。ガラス器具を使
う時には，割らないよう気を
つける。 

③ 

 

④ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鉱物の観察 

火山灰を洗う 

乾燥させる 

鉱物の観察 

準備 

豪快に洗う 

温めて乾燥させる 

鉱物の観察 
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７／11（14）の活動例 

７．露頭観察ができないときの教材 

  導入時で提示した露頭の写真を準備し，それぞれの層からサンプリングした物がどの層の部分から採取したも

のか分かるように提示する。写真１は，火山灰のはたらきでできた地層である。２カ所の層からサンプリングし

た試料を触りながらその特徴を捉えさせることができる（前時で観察した火山灰であることから）。その特徴から

この層が何のはたらきでできたものかを推論させる学習ができる。 

 

写真１ 玉山区好摩の火山灰露頭 

 

 

写真２は，水のはたらきでできた地層である。それぞれの層の写真を提示し，児童にはその層の特徴を捉えさせ，

何のはたらきでできた地層かを推論させることができる。 

 

写真２ 矢巾町内の滑落した道路脇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 このように実際に児童が露頭に行けない場合には，教師が撮った写真や採取しておいたサンプルなどを手がかり

に学習活動ができる。 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付 録 
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１．メダカの飼育の仕方 

  教科書でも扱われているような水槽，ろ過器，小石・砂，水草がやはり必要である。長生きさせたり，上手にたまご 

を産ませたりするには，いくつかのことが大切になる。（   は，すすめる方法である。） 

 

 
 

  

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 
 

 

 

 
 

 

水槽 
小さい物 

 

なるべく大きめ 

 

混み合うと育てにくい。水質管理をしっかりして，水の交換をこまめに行う。 

 

酸素量や水質管理に表面積が大きく，水の量も多いのでよい。 

 

ろ過器 

なくてもよい 

 

あるとよい 

 

水質管理をしっかりして，水の交換（半分～3分の１）をこまめに行う。 

水質を管理しやすくなりよい。時々，水の交換（半分～3分の１）を行うようにする。 

要あり 
 

えさ 
 

春から秋 

 

秋から春 

 

繁殖期は，1日に 1回～2回。５～10分ほどで食べきるぐらい。（市販のえさ） 

繁殖期以外は，２～３日に 1回。５分ほどで食べきるぐらい。（市販のえさ） 
 

小石・砂 

教科書のタイプ以外  

 

なくてもよい 

 

上でろ過するタイプだと，水質管理がしやすいだけでなく，酸素も供給しやすい。 

 

食べ残し・糞等で水質管理が難しくなる。こまめに水交換を行う必要。 

 

水草 
 

あるとよい 

 

必要である 

 

微生物・バクテリアが住み着きやすく処理してくれる。定期的な水交換が大切。 

ホテイアオイ（根の部分に卵を産み付ける。産み付けやすい。）日光が必要。 
 
オオカナダモ（葉がたくさんあり卵を産み付けやすいし，見つけやすい。） 
 
カモンバ（葉が大きくて卵を産み付けやすいし，見つけやすい。） 
 

水 
 

水道水(薬) 
 

水道水(1日) 
 

水中の塩素(カルキ)抜きをしないとならない。薬を活用するとすぐ使える。 

 

1日くみ置きしたり，天日に当てたりすると塩素がぬけるのでよい。 

 

水槽汚れ 
ふだん 

 

汚れて見えない 

 

藻は，えさになるのでガラス面が汚れても大丈夫。 

大丈夫だが，観察できないのであれば，ブラシやたわしで落とす。 

 

水かえ 
 

準備したてなら 

 

ふだん 

 

 

１～2週間ほど，毎日水の交換（3分の１～4分の１）を行うようにするとよい。 

自然蒸発する分を足す。半月程度に 1回，3分の１～4分の１ほどかえる。 

 

要あり 
 

にごってきたら 

 

 

交換が必要。できるだけ全部の水を取りかえるのではなく，半分～3分の１を何日か続けてかえる。 

 

 

ヒーター 

なくてもよい 

 

あるとよい 

 

なくても育つし，卵を産むことができるが，春先と冬場の管理をしっかりと。 

水温が低い春先に温度を上げ，卵を産みやすい状態にすることができる。 
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１．メダカの育て方（１） 

一般的な水槽で育てる方法である。 

 

 

準 備  の  手  順 ２ 留  意  点 

① 

 
② 

 

③ 

 

 

・水槽(大きめ) 
・水(くみ置き) 
・ろ過器(用意した方がよい) 
・小石，砂 
・水草 
・えさ 
・ヒーター(あれば便利) 

替えの水草を準備して
おくとよい。水草も多く入
れすぎるとよくない。日中
は，光合成をして酸素を作
りだしてくれるが，夜間
は，呼吸だけするので，酸
素がなくなっていく。 
卵を別にする。観察用の

卵は，それぞれフィルムケ
ースや入れ物に入れ観察
をしたり，育てたりする
が，それ以外に産まれてく
る卵は，水草と一緒に別の
水槽で管理するとよい。 

メダカは，多すぎてもあ

まり育たない。卵も産まな

かったり，食べてしまった

りする。 

少なすぎても，卵を産ん

でくれない。 

水槽の大きさにもよるが

20ぴきほどがよい。 

育てるための準備 

多すぎても少なすぎてもよくない 

水草や卵の管理を 

 

 

 

準備をしっかりと 

オス・メス合わせて２０ぴきほど 

水草の予備を準備 
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２．メダカの育て方（２）(児童一人一人に飼育，観察させる方法) 

ペットボトルとプラスチックのコップで飼育する方法である。 

   出典 ホームページ「メダカの飼育方法」http://homepage2.nifty.com/night-forest/file2-6.htm 

 

準 備  の  手  順 ２ 留  意  点 

① 

 

② 

 

 

 

 

・ペットボトル（２L）１個 
・プラスチックのコップ２個 
・水草 適量 
・赤玉土 適量 
・メダカ １～２匹 
Hiki  

児童が自分のメダカとし
て飼育するため，メダカへの
意識が高くなる。コップに安
心して出入りができるよう
にひたすら訓練させるとよ
い。 

図のようにコップを差し

込めるようにペットボトル

に穴をあける。 

底に赤玉土を敷き，その

上にカルキを抜いた水と水

草を入れる。 

準備するもの 

ペットボトルに穴をあける 

訓練 

 

 ペットボトルの水槽 

ペットボトルとコップに穴をあける 

コップに穴をあける 

プラスチックの透明コッ 
プ２個に四角い穴をあける。
２個を重ねてペットボトル
に差し込む。メダカを飼育す
る際，このコップの中にえさ
を入れるようにする。(習慣
にするとよい。)えさを食べ
にコップの中にメダカが入
ったら，外側のコップを回転
させてメダカを閉じ込める。
この状態で，コップを取り出
すと，観察やペットボトルの
水換えが容易にできる。 

  

ペットボトルで飼育 
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２．メダカの病気とその対処法 

  新しいメダカを買ったり，もらったりして今までのメダカに加える際は，病気をもっている可能性があるので

すぐには一緒にせず，１か月くらい別の容器で飼うようにする。その後，大丈夫なら，大きめの袋に空気と水と

メダカを入れ，水槽の水温にそろえてから一緒にする。一気に入れるのではなく，少しずつ水を入れ，環境に慣

れさせてから，水槽に入れる。 

主な病気には，次のようなものがある。全滅させないためにも，病気のメダカは放置せず，見つけたら別な容

器に移すようにして対処する。 

病名 メダカの様子 原因 対処法 

  

 

 

 

白点病 

１㎜程度の白い点々が体表に表れ

る。 

 

イクチオフチリウス(繊

毛虫)の感染症。水温，水

質の急変で体調が崩れた

際に発病しやすい。 

 

購入時，メダカの入った袋ごと

水槽に入れ，水温を同じにして

から水槽に入れるなどの予防

が大切。 

病気のメダカを見つけたら，す

ぐ別の容器に移し，メチレンブ

ルー溶液をたらし，治るまで様

子をみる。１%ぐらいの食塩水

に入れておく方法もある。 

 

 

 

 

 

尾腐れ病 

尾ひれの末端部分(先端部)が懐死す

る。 

だんだん尾ひれが短くなる。末期に

なると泳ぎ方が変わる。 

 

カラムナス菌が寄生，感

染して発生する。 

過密飼育による水質悪化

やストレスによる。 

病気のメダカは水槽から移し，

メチレン入りの１%塩化ナトリ

ウム水溶液で沐浴させる。 

１日目はえさを与えない。２日

目は少量のえさを与え，３日目

以降は水質が悪くなったら水

換えをし，１週間様子をみる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 松かさ病 

メダカの鱗が立って，ささくれだっ

た状態になる。 

体表が透明に浮きだったような感じ

になり，一回り大きくなる。 

 

エロモナス菌の感染。 

体調を崩した際に発症し

やすい。 

水槽の環境を改善。(尾腐れ病

と同じ方法) 

病気のメダカは放置せず，別な

容器に移す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 カビ病 

 

 

皮膚やひれに，綿のようなかたまり

がつく。 

 

水カビ菌の感染。 

体調を崩した際に発症し

やすい。 

病気のメダカは隔離し，メチレ

ン入りの１%塩化ナトリウム水

溶液で沐浴させる。 

水温を高め(27℃～29℃)にす

る。 
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 予備実験の写真を使って加工すると，児童用の実験手順シートを作成することができる。 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②試験管の下を熱する。 

(時々，火からはなして観 

さつする。)約１分したら

火を消す。 
 

試験管立てに立てると
きは熱くなっているの
で軍手をして行う。 

④試験管の上を熱する。 
(時々，火からはなして観 
さつする。)約１分したら 
火を消す。 

 

 

準備する物 

③試験管ばさみで試験管 

のまん中より下の方を
もつ。 

 

①試験管ばさみで試験管の 

上をもつ。 

 

 

試験管
しけんかん

２本 

サーモインク 

アルコールランプ 

試験管ばさみ 

試験管立て 

マッチ・缶（ライター） 

 

水のあたたまり方実験手順シート(１) 

チェック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

試験管の口は， 
人のいない方に 
向ける。 
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②ビーカーの一部(はじ)を

熱する。全体の色が変わ
ったら火を消す。 

準備する物 

色が変わった水が 
どう動いていくか 
をしっかり観さつ 
して記録しよう。 

①三角のはりがねのまん中に
ビーカーを置く。 

 

 

三脚 

三角架
か

（三角に曲げたはりがね） 

100mL のビーカー 

サーモインク100ｍL 

アルコールランプ 

マッチ・缶（ライター） 

水のあたたまり方実験手順シート(２) 

チェック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ぐらぐらしたり，
かたむいたりし
ていないか注意
する。 
 

実験結果を 

 しっかり 

  かこう。  
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